
生体磁気計測に向けたダイヤモンド量子磁気センサの高感度化 

Improve sensitivity of diamond quantum magnetic sensors for biomagnetic 

measurement 
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量子センサの一つであるダイヤモンド中の窒素・空孔欠陥（NV センタ）は、高感度な磁気セ

ンサとして機能する。2007 年の提案以来 1、磁気センサとして固体物理 2など様々な分野に応用さ

れてきた。センサ感度は 15pT/√Hz が達成され、ワームの神経に流れる電流が作る磁場の検出に

ついて報告されている 3。脳磁などの生体磁場を検出するためにはセンサ磁気感度のさらなる向上

が必要である。本講演ではラット心磁計測を実現した測定系での感度向上の取り組みを説明する

とともに 4、さらなる高感度化を目指した最近の取り組みも紹介する。Fig.1 にラット心磁計測の

計測システム概略図を示す。Fig.2にこの計測システムの磁気感度を示した。磁気感度は青線、レ

ーザノイズを含むシステムノイズを灰色線、電気ノイズを薄灰色線、ショットノイズ限界を点線

で示す。 
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Fig. 1 Schematic of measurement system Fig. 2 Sensitivity. The Navy line is magnetically sensitive. 

Gray lie is magnetically insensitive. Light gray is 

electronic noise. Dotted line is shot noise-limited. 
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